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現時点での中間報告①

〇BIMを用いたプレカットでの現場作業の効率化

〇検証内容

・3Dスキャナー測定を導入し、躯体の傾きなどを把握。

・壁、天井軽鉄下地材のプレカットを実施。



検証方法

〇3Dスキャナー測定について

・現場にて測定点を設定

（今回は一部屋につき2箇所を測定。）

・測定されたデータを合成し、一部屋の点群データを作成。

・予め作成したBIMデータと重ねることで、躯体の不陸確認および、

BIMデータの正確性を確認する。



測定中の様子



測定場所



点群とBIMデータの合成

作成したBIMデータ 測定した点群データ



点群とBIMデータの合成

作成したBIMデータ + 測定した点群データ



不陸の確認

測定点を設定。高さデータを取得し、プレカット長さを決定。



効果予測

〇BIMを用いたプレカットでの現場作業の効率化

今後、現場の週休二日制が実施されることで、土曜日分の工賃を

効率化した作業の中から生み出さないといけない。

軽鉄下地施工の作業において、プレカットを行った場合と行わなかった

場合の作業時間の差から、削減できる工賃が目標値に近づくように、

検証を行う。



現時点での中間報告②

〇使用材料データ入力業務削減

〇検証内容

・現状、システム同士が独立している状態を、BIMを中心に構築・改良していくことで、

BIM設計から発注、その後の精算業務までの流れを一元化するシステムを考案。

・BIMデータを「仮想空間」だけの世界で活用するのではなく、現実の業務にも

反映させる。



検証方法



効果予測

〇使用材料データ入力業務削減

・システムの構築により、BIMから算出し発注した材料データが直接、

原価データとして反映されるため、これまでの材料発注データを手入力

する必要がなくなる。

・その後の処理は、一連のデータの流れで処理されるため、

結果的に原価データ処理にかかる業務量は20％程度の削減

になると見込まれる。
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